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[image: Xcode & SwiftUIで誰でもできる！]
Xcode & SwiftUIで誰でもできる！
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[image: 本書で使用している商標登録について
※Apple、iPhone、Mac、Xcodeは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の登録商標です。
※iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※iOS商標は、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。]
本書で使用している商標登録について
※Apple、iPhone、Mac、Xcodeは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の
登録商標です。
※iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※iOS商標は、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。


[image: 四角形]
[image: （５）SwiftUIに無いUIを配置する
　SwiftUIフレームワークが提供しているボタンやテキスト等のコントロール以外にも、SwiftUIが登場する前まで使っていたコントロールがあります。それらをSwiftUIと同時に使用する事で、アプリ開発の幅が広がります。但し、それらを使用するという事は、それぞれのフレームワークの使い方も併せて理解しる必要が出てきます。プログラムコードが一気に難しく感じるかもしれませんが、SwiftUIに全ての機能が提供されるのを待っているわけにもいきませんので、進めていきましょう。
　まず最初にいつもの様に新しいSingleViewのプロジェクトを「sampleUI」として作成してください。次に、UIKitのUITextView（テキスト表示のためのコントロールビュー）を定義するためにswiftUI Viewファイルを「TextView.swift」という名前で追加してください。

]
（５）SwiftUIに無いUIを配置する
　SwiftUIフレームワークが提供しているボタンやテキスト等のコン
トロール以外にも、SwiftUIが登場する前まで使っていたコントロー
ルがあります。それらをSwiftUIと同時に使用する事で、アプリ開発
の幅が広がります。但し、それらを使用するという事は、それぞれ
のフレームワークの使い方も併せて理解しる必要が出てきます。プ
ログラムコードが一気に難しく感じるかもしれませんが、SwiftUIに
全ての機能が提供されるのを待っているわけにもいきませんので、
進めていきましょう。
　まず最初にいつもの様に新しいSingleViewのプロジェクトを
「sampleUI」として作成してください。次に、UIKitのUITextView
（テキスト表示のためのコントロールビュー）を定義するために
swiftUI Viewファイルを「TextView.swift」という名前で追加してく
ださい。
 

[image: （５）SwiftUIに無いUIを配置する]
（５）SwiftUIに無い
UIを配置する


[image: 　まずは、SwiftUIでは提供されなかった、複数行の文字列の入力ができるビュー「UITextView」を取り扱います。UITextViewは、UIKitフレームワークにて提供されます。では、TextView.swiftファイルの内容を次の様に変更します。
import UIKiteにて、UITextViewが使用できる様になります。この構造体定義は、SwiftUIのルールに則ってあり、別のフレームワークをSwiftUIで使用するためにはUIViewRepresentableプロトコルを指定しています。
このUIViewRepresentableを指定した場合には、構造体内部に、メソッド（関数）として、
makeUIView()、updateUIView()を定義するルールです。
ContentView.swiftから使われる前提で、@Binding var text:Stringを指定して文字列を受け取る事にしました。
makeUIView()では、UIKitのビューコントロールの定義を指定します。ここでは、複数行の文字列編集を取り扱う事ができるUITextViewを指定します。
func makeUIView(context: Context) -> UITextView { … }の記述のcontext:に指定するのがUITextView{ … }で内容定義したものという事になり、UITextView以外のコントロールも指定できます。makeUIViewはアプリ実行時に１回だけ実行されるメソッドです。
func updateUIView(_ uiTextView: UITextView, context: Context) { … }で定義するのは、ビューが更新された場合に処理する機能を定義しておくメソッドです。]
　まずは、SwiftUIでは提供されなかった、複数行の文字列
の入力ができるビュー「UITextView」を取り扱います。
UITextViewは、UIKitフレームワークにて提供されます。で
は、TextView.swiftファイルの内容を次の様に変更します。
import UIKiteにて、UITextViewが使用できる様になります。
この構造体定義は、SwiftUIのルールに則ってあり、別のフ
レームワークをSwiftUIで使用するためには
UIViewRepresentableプロトコルを指定しています。

このUIViewRepresentableを指定した場合には、構造体内部
に、メソッド（関数）として、
makeUIView()、updateUIView()を定義するルールです。
ContentView.swiftから使われる前提で、@Binding var 
text:Stringを指定して文字列を受け取る事にしました。
makeUIView()では、UIKitのビューコントロールの定義を指
定します。ここでは、複数行の文字列編集を取り扱う事がで
きるUITextViewを指定します。
func makeUIView(context: Context) -> UITextView { … }の記
述のcontext:に指定するのがUITextView{ … }で内容定義した
ものという事になり、UITextView以外のコントロールも指定
できます。makeUIViewはアプリ実行時に１回だけ実行され
るメソッドです。
func updateUIView(_ uiTextView: UITextView, context: 
Context) { … }で定義するのは、ビューが更新された場合に
処理する機能を定義しておくメソッドです。


[image: import SwiftUI
import UIKit

struct TextView: UIViewRepresentable {
    @Binding var text:String
    func makeUIView(context: Context) -> UITextView {
        let textView = UITextView()
        textView.text = text
        return textView
    }
    
    func updateUIView(_ uiTextView: UITextView, context: Context) {
    }
    
}

struct TextView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        TextView(text: Binding.constant("Hello, World!"))
    }
}]
import SwiftUI
import UIKit
 
struct TextView: UIViewRepresentable {
    @Binding var text:String
    func makeUIView(context: Context) -> UITextView {
        let textView = UITextView()
        textView.text = text
        return textView
    }
    
    func updateUIView(_ uiTextView: UITextView, context: 
Context) {
    }
    
}
 
struct TextView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        TextView(text: Binding.constant("Hello, World!"))
    }
}


[image: 　プレビュー用の構造体は、Xcodeのキャンバス表示でプレビュー画面を表示できる様にするために変更してありますが、この様なパーツの定義を行うだけの場合には特に必要はないと思います。
　引き続き、ContentView.swiftファイルを次の様に変更します。
VStack { … }内に、SwiftUIで提供されているTextField()インスタンスと、TextView.swiftファイルで定義したTextView()インスタンスを配置しました。
　それぞれのサイズを.frame()モディファイアにて指定してあります。まずは、実行結果を確認してみてください。

]
　プレビュー用の構造体は、Xcodeのキャンバス表示でプレ
ビュー画面を表示できる様にするために変更してあります
が、この様なパーツの定義を行うだけの場合には特に必要
はないと思います。
　引き続き、ContentView.swiftファイルを次の様に変更し
ます。
VStack { … }内に、SwiftUIで提供されているTextField()イン
スタンスと、TextView.swiftファイルで定義したTextView()イ
ンスタンスを配置しました。

　それぞれのサイズを.frame()モディファイアにて指定して
あります。まずは、実行結果を確認してみてください。
 


[image: import SwiftUI

struct ContentView: View {
    @State private var text1 = "Hello World1"
    @State private var text2 = "Hello World2"
    var body: some View {
        VStack {
            TextField("", text: self.$text1)
                .frame(width: 200, height: 40)
            TextView(text:self.$text2)
                .frame(width: 200, height: 40)
            }
    }
}

struct ContentView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        ContentView()
    }
}
]
import SwiftUI
 
struct ContentView: View {
    @State private var text1 = "Hello World1"
    @State private var text2 = "Hello World2"
    var body: some View {
        VStack {
            TextField("", text: self.$text1)
                .frame(width: 200, height: 40)
            TextView(text:self.$text2)
                .frame(width: 200, height: 40)
            }
    }
}
 
struct ContentView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        ContentView()
    }
}

[image: pasted-image.png]

[image: 　SwiftUIのTextField()と、今回追加したUIKitのTextView()では標準の文字サイズが違っていますね。それぞれに文字を入力してみると、違いが分かりますので、是非iPhoneで実行してみてください。TextField()インスタンス（上側のコントロール）は、文字を編集しようとすると、キーボードが表示され、文字入力ができる様になります。また、「改行」キーを押すと、キーボードが隠れる様になっています。所が、下側のTextView()を編集しようとすると、どんどん入力できて、「改行」を押すとテキスト枠内で改行が行われ、キーボードが隠れてくれません。その違いを確認したら、もう少し分かり易くプログラムコードを変更しましょう。
　まず、それぞれに角丸の枠線を付けてみます。ContentView.swiftファイルのTextField()は次の様にします。
　TextView.swiftファイルのTextViewの記述にもlayerプロパティの指定を追加します。
　画面は次の様になりました。
これで、同じ様な枠になりました。さらに、UITextView()インスタンスの文字サイズを少し大きめに指定するため、TextView.swiftの内容に、文字フォントの指定をしてみてください。直前に直したtextView.layer.borderWidth指定の続きで大丈夫です。
　さらに、枠線の色をライトグレーに指定します。

　色の指定の仕方もSwiftUIとは違っていますね。提供されているフレームワークのルールを全て覚える必要は全くありませんが、取り扱いが違ってくる事を理解しておく事はとても重要です。

]
　SwiftUIのTextField()と、今回追加したUIKitのTextView()で
は標準の文字サイズが違っていますね。それぞれに文字を入
力してみると、違いが分かりますので、是非iPhoneで実行
してみてください。TextField()インスタンス（上側のコント
ロール）は、文字を編集しようとすると、キーボードが表示
され、文字入力ができる様になります。また、「改行」キー
を押すと、キーボードが隠れる様になっています。所が、下
側のTextView()を編集しようとすると、どんどん入力でき
て、「改行」を押すとテキスト枠内で改行が行われ、キーボー
ドが隠れてくれません。その違いを確認したら、もう少し分
かり易くプログラムコードを変更しましょう。
　まず、それぞれに角丸の枠線を付けてみます。
ContentView.swiftファイルのTextField()は次の様にします。
　TextView.swiftファイルのTextViewの記述にもlayerプロパ
ティの指定を追加します。

　画面は次の様になりました。
これで、同じ様な枠になりまし
た。さらに、UITextView()インス
タンスの文字サイズを少し大き
めに指定するため、
TextView.swiftの内容に、文字
フォントの指定をしてみてくださ
い。直前に直した
textView.layer.borderWidth指定
の続きで大丈夫です。
　さらに、枠線の色をライトグ
レーに指定します。
 
　色の指定の仕方もSwiftUIとは違っていますね。提供され
ているフレームワークのルールを全て覚える必要は全くあり
ませんが、取り扱いが違ってくる事を理解しておく事はとて
も重要です。
 


[image: TextField("", text: self.$text1)
   .frame(width: 200, height: 40)
   .textFieldStyle(RoundedBorderTextFieldStyle())]
TextField("", text: self.$text1)
   .frame(width: 200, height: 40)
   .textFieldStyle(RoundedBorderTextFieldStyle())

[image: let textView = UITextView()
        textView.text = text
        textView.layer.cornerRadius = 5
        textView.layer.borderWidth = 0.2]
let textView = UITextView()
        textView.text = text
        textView.layer.cornerRadius = 5
        textView.layer.borderWidth = 0.2

[image: pasted-image-1.png]
[image: textView.font = UIFont.systemFont(ofSize: CGFloat(18.0))
textView.layer.borderColor = UIColor.lightGray.cgColor]
textView.font = UIFont.systemFont(ofSize: CGFloat(18.0))
textView.layer.borderColor = UIColor.lightGray.cgColor


[image: 　ここまでできれば、み易くなってきたと思いますが、そもそも、ここで追加しているUITextViewは、複数行のテキストを取り扱うためのもので、アプリ内で使う目的は複数行になる様な少し長めの文字列を取り扱うことです。１行の表示ではなく、高さを調整して複数行が見える様にしましょう。
　高さの調節はContentView.swiftファイル側で指定していた.frame()モディファイアのheight:引数の値を変更するだけですので、TextView()インスタンスの.frame()モディファイアのheight:の引数を40から160に変更してみてください。





　これで、複数行が表示・編集できるTextView()を追加する事ができました。動きを実機で確認してみてください。ちゃんと動作してくれますね。
　しかし、まだ問題があります。TextView()は入力を始める時にはキーボードを表示しますが、入力の終わりにキーボードを閉じる部分がありません。このままでは、利用者は不便に感じるに違いありません。キーボードを閉じる方法は幾つかありますが、一般的な方法として、キーボードの上部にツールバーを表示して、そこに「done」ボタンを配置しようと思います。UIKitが提供するUIToolBarコントロールと、そのUIToolBarコントロールに入れるためのUIBarButtonItemコントロールをTextView.swiftファイルに追加してみます。場所は、枠線の色指定の続きでOKです。
　このプログラムコードでは、まずUIToolvar()インスタンス、UIBarButtonItem()インスタンスを２つ（ボタン用と空白用）用意しています。]
　ここまでできれば、み易くなってきたと思いますが、そ
もそも、ここで追加しているUITextViewは、複数行のテキス
トを取り扱うためのもので、アプリ内で使う目的は複数行に
なる様な少し長めの文字列を取り扱うことです。１行の表示
ではなく、高さを調整して複数行が見える様にしましょう。
　高さの調節はContentView.swiftファイル側で指定してい
た.frame()モディファイアのheight:引数の値を変更するだけ
ですので、TextView()インスタンスの.frame()モディファイア
のheight:の引数を40から160に変更してみてください。
 
 
 
 
 
　これで、複数行が表示・編集できるTextView()を追加する
事ができました。動きを実機で確認してみてください。ちゃ
んと動作してくれますね。

　しかし、まだ問題があります。TextView()は入力を始める
時にはキーボードを表示しますが、入力の終わりにキーボー
ドを閉じる部分がありません。このままでは、利用者は不
便に感じるに違いありません。キーボードを閉じる方法は
幾つかありますが、一般的な方法として、キーボードの上部
にツールバーを表示して、そこに「done」ボタンを配置し
ようと思います。UIKitが提供するUIToolBarコントロール
と、そのUIToolBarコントロールに入れるための
UIBarButtonItemコントロールをTextView.swiftファイルに追
加してみます。場所は、枠線の色指定の続きでOKです。
　このプログラムコードでは、まずUIToolvar()インスタン
ス、UIBarButtonItem()インスタンスを２つ（ボタン用と空
白用）用意しています。


[image: pasted-image-2.png]
[image: let toolBar = UIToolbar()
let doneButton = UIBarButtonItem(title: "Done", style: .plain, target: self, action: #selector(textView.doneButtonTapped(button:)))
let flexibleSpace = UIBarButtonItem(barButtonSystemItem: UIBarButtonItem.SystemItem.flexibleSpace, target: nil, action: nil);
toolBar.items = [flexibleSpace, doneButton]
toolBar.sizeToFit()
textView.inputAccessoryView = toolBar]
let toolBar = UIToolbar()
let doneButton = UIBarButtonItem(title: "Done", 
style: .plain, target: self, action: 
#selector(textView.doneButtonTapped(button:)))
let flexibleSpace = 
UIBarButtonItem(barButtonSystemItem: 
UIBarButtonItem.SystemItem.flexibleSpace, 
target: nil, action: nil);
toolBar.items = [flexibleSpace, doneButton]
toolBar.sizeToFit()
textView.inputAccessoryView = toolBar


[image: 　doneButtonとして用意したUIBarButtonItemにある、#selector(textView.doneButtonTapped(button:))
という記述を確認してみてください。この部分は、UIBarButtonItemを生成する際に、そのボタンが押された際に呼び出されるメソッドを指定しています。このdoneButtonTapped()メソッドは私が勝手に決めたもので、まだ定義していません。そこで、UITextViewクラスの拡張クラスとしてTextView.swiftファイルのTextView構造体の外側に、拡張extensyonとして次の様なプログラムコードを追加します。
　追加した拡張関数は、doneButton()がたっぷされると呼び出され、resignFirstResponder()メソッドを実行します。このメソッドを使うと、そのビューの選択が外れ、キーボードもそれに併せて閉じる事になります。
　もう一つflexibleSpaceとしてUIBarButtonItemですが、これは、doneボタンを右側に寄せるために用意したものです。
　toolBar.items = [flexibleSpace, doneButton]
によって、toolBarにそれぞれを入れれば、ツールバーが形成されるので、それをtextViewの入力アクセサリビューとして代入しています。
textView.inpurAccessoryView = toolBar
　キーボードの動作を確認するために、iPhone実機で実行してみてください。
　TextView()インスタンスを選択した場合のキーボードには、「done」ボタンが表示される様になり、複数行入力のテキスト編集がスムーズにできる様になりました。
]
　doneButtonとして用意したUIBarButtonItemにある、
#selector(textView.doneButtonTapped(button:))
という記述を確認してみてください。この部分は、
UIBarButtonItemを生成する際に、そのボタンが押された際
に呼び出されるメソッドを指定しています。この
doneButtonTapped()メソッドは私が勝手に決めたもので、
まだ定義していません。そこで、UITextViewクラスの拡張ク
ラスとしてTextView.swiftファイルのTextView構造体の外側
に、拡張extensyonとして次の様なプログラムコードを追加
します。
　追加した拡張関数は、doneButton()がたっぷされると呼
び出され、resignFirstResponder()メソッドを実行します。
このメソッドを使うと、そのビューの選択が外れ、キー
ボードもそれに併せて閉じる事になります。

　もう一つflexibleSpaceとしてUIBarButtonItemですが、こ
れは、doneボタンを右側に寄せるために用意したもので
す。
　toolBar.items = [flexibleSpace, doneButton]
によって、toolBarにそれぞれを入れれば、ツールバーが形
成されるので、それをtextViewの入力アクセサリビューとし
て代入しています。
textView.inpurAccessoryView = toolBar
　キーボードの動作を確認するために、iPhone実機で実行
してみてください。
　TextView()インスタンスを選択した場合のキーボードに
は、「done」ボタンが表示される様になり、複数行入力の
テキスト編集がスムーズにできる様になりました。


[image: extension  UITextView{
    @objc func doneButtonTapped(button:UIBarButtonItem) -> Void {
       self.resignFirstResponder()
    }
}]
extension  UITextView{
    @objc func doneButtonTapped(button:UIBarButtonItem) -> 
Void {
       self.resignFirstResponder()
    }
}


[image: 















　これで、複数文字の表示ができるUITextViewをSwiftUIで使用できる様になりました。キーボード表示が文字列を隠してしまう問題が残りますが、ここまでできれば、ネットに多数掲載されているサンプルを見ながら自力でキーボードを避ける事もできると思いますので、是非チャレンジしてみてください。
]
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　これで、複数文字の表示ができるUITextViewをSwiftUIで
使用できる様になりました。キーボード表示が文字列を隠し
てしまう問題が残りますが、ここまでできれば、ネットに
多数掲載されているサンプルを見ながら自力でキーボードを
避ける事もできると思いますので、是非チャレンジしてみて
ください。


[image: pasted-image-3.png]

[image: 四角形]
[image: 次回予告
　SwiftUIからUIKitのコントロールを使う内容についてレッスンしました。次回は、SwiftUIからMapKitを使う内容をやってみようと思います。]
次回予告
　SwiftUIからUIKitのコントロールを使う内容についてレッスンしま
した。次回は、SwiftUIからMapKitを使う内容をやってみようと思い
ます。

[image: 次回予告]
次回予告
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